
膨潤による絹の構造研究（1）
絹糸腺内の絹物質凝固物の膨潤性について
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　　　　　　　　1緒　論　　　　。難饗鶴織業鶴潟潅麗郷暑畿寒

　繊維の膨潤性の研究は繊維の購造，性質を知る一郷史　　い，本報告では（＆）の膨ll円を行なう現象を対照として研究

となるので各方而でいろいろな方法で行なわれている。　　　した。

絹についてこの｝…1的で研究された報告は少ない。絹の膨

潤に関する研究には次の二つの方面がある。その一r）は　　　　　　　∬　糞験方法および材料

Se「icin醐する灘1で，これによつて繭の㈱の蜘　　。．　se験方法

蜘ろうとする珊である・他の一つ1’よ　Fib「°ia燗す　膨1閏斉1として水，8・％の鰍液（約9，。モ，レ）を用、、

る膨潤で・これによつて淵・勧肝曜離，構齢　た．繍鰍剛して特榊1繍を褐こと脚られて
よび性質を知ろうとする分野である。絹糸の分子配向度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おり，一旦凝間した綱もこの液に入れると衛弾性を表わ
繭締鵬におけ翻物質嚇成度，牽引撒および　し，恰轍灘蹴し嫌欄の，tl」emaに蹴して瓢。

吐継度と搬姻係がある認こ生成した餅の強　この際徹われる欄㈱齢欄㈱と動れてい
臓・膿およ麟騰敏酉己す硬勲鮒である・こ　る譲　灸撚には瀬の榊腺翻、、た．灘肝の配
のよう漁の内繍造や冷子配げ町繍踊触先勲　向1生と㈱性と醐係について｝，，H。，m、。識灘細
特｛生，絹糸の生成条件，飼1｝：1の性質，飼育条件等が重要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に説明しており，その簡単な関係として繊維軸方向（L）

繍隷撫麓讐簾徽挨識纏の膨醐・’・さ・・れ・・嚇（・）の騨（・’）

件嘲・鰍繍の・・轍蝦1ζ・繍岬1撚簾撚臆罪謙籍織
（吐糸鮒）頓にさせてつくつ鮒1の㈱勲襯　に浸し灘扇彰潤澱大に達し巖酬した．醗は
し，これらの結果をもとにして頗の系i 嚮рｷるに　榊1の大きさに・芯じてそれぞれの適した拡火率の顕微蚕寛

必勲最適吐繍’1：を求め，絹糸の本勲な聴の酬　を用いた．（…一・…）鰍のよう・dオ柵田く，

にしようとするものである・灘の膨了閏については職　ま畑櫛腱を徹う腰のあ翻合には撫細こ86。

いの方灘よつて次の三つの変化力貫紋る・　　　。で転乳てこの恥ら計算1、よつて求めた．膨醸の

・欄剤が徽分子間酢用する…欄轍の内　劾し方｝漱のようにした。
部構造に変化がおこらない。

・膨1閏斉賜納にも作用す・一分子・化学変化　繊紬1伽の膨潤度（％）一撚撫・・。・………L・

をおこして新傾を隙する・　　　　　　灘1軸こ醐加の齢1度（％）
渉翻響に変化を撫る’一一’°°そ嘲醐干　一講翫・・…一一……・……一・・’

。酬大轍繍聯灘、学礎　　　　長・，巾のil／／・illg比・・E9
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b・材料の採取方渋　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド硝子上で風乾轟1圃させた，，それから第1圖鋤の

次の図のような材料を作つた。　　　　　　　　　　　　材料をつくつた。（Sericinの除去1，k（2〕材料と同じ）

（1）中部糸腺をとり出し，0．2％の酉告酸液に60秒浸し，　　　（2〕中部糸腺をとり出し，生理的食1缶1｛水で休液を洗つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た後，互εに　pH購7のBuffer　l夜で洗い，ノ！くllbし，　これ，

　　　　㈲　　　　　　　　　　　をスライド硝子上にと｝，・，腺の酬IIの細1泡膜をメスで切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。これをデシケー一タPtの底に水粒充した器内に放置㌦1凹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固化してう寂く行かないo
　　　　　　　　　　　　　　　　　（c｝
　　　　B，　　　　　　（

　　　　　　　　　　　黛Ti　　　　　　　　　　皿1輿験結果および考察
　　　　　　　　　　　　L　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）自然狸固絹物質の膨潤
　　　　　　　　　　uL－B賜　　　　　本実験に爪い鰍ll・1の形は次の範囲ll：・iv，，つた。

（流出展開）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L……200－・一・1200Ft，　　B……200岬1300μ

　　　　　　　　　　（風乾材・撚取）　　　　B／L・－0・2－4・e，B’μ’一・…0・6・－1・2

　　　　　　　第1図　　　　　　　　　　　　　　　実験結果を図示すると第2図のようであつたLn
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　第2図凝閲絹糸腺（板状試料）の膨潤（蟻酸80％）

　この結果から次のことが推察される。膨潤度B’／L’は　　　るとy＝＝1．025．となつている。これはこの弼料において

材料の形態によつて一一定の1直をとらず，B／Lの変化に対　　　僅かであるが縦横膨潤度に差力黛出来ていゐこと靴示す蓬，

して直線的（：y　＝a－bx）な逆比の傾向を示し，大体に　　　ので，膨潤度と分子配向機の関係からして，絹分子は微

おいてB，／L＜1ではB’／L’＞1となり，B，／L＞1の時　　　かではあるが腺軸方向に配向していること影鈎すもので

はB’／Lノく1となつている。しかし仔細に見るとB／L　　　あるQその原因として芳えられることは，乾燥す版わち水

＝1におけるBt／L，の値｝ま1とならず第2図から求め　　　分の放散が外側から起り，内側のフィヅロでンはそ4｝た
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めに円筒状の儘・外側から圧迫をうけるため絹分子は腺　　　　（i）板状展開物の優さとII了の間の膨潤度（第1図C試

軸方向に配向して乾燥凝固するのであろう。液状絹の凝　　　　　料工ff）

固物が方向性配f立をとることについては，それが軸方向　　　　この試1：：1・の形は次の範囲にあつたQ

：：瑠1糠欝繍盤煮鞭・ご鰐試料工広：：1：ll認1

鮎云う考え胴じように取撒るので1まある・］｛・・か・　　　B／L－…5－・・3・・5

蒋者は中部糸腺の凝ll唖1　Fibroinが極めて微かではある　　　　　　　B’／L’……0．6～1，15

欝｛藩無薩鞭1驚∵∬縢徽

性をとつた配髄趨して来るものであるかを知1・kめに　　この灘1によつて得た糸課赫せば次の第3図のよう

第1図の⑥材料をつくつて実験を行なつた。　　　　　　　　であつた。
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　　　　　　　　　　　　　　B！L

　　第3図綱糸腺板状展開物の膨潤（80％蟻酸）（L：B）

（ii）板状展開物の長さと厚さの間の膨　　　　o．6

　　潤度（第1図C参照）

本実験に用いた試料の形は次のようで　　　　O．．1

あつた・’　　　　　　　橘
L……350・－137・μ　　　　　」ヒ。．、

　d・・・…　200～400／t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CII／【．’

　‘t／L・・・…　0．18－－2・5　　　　　　　　　　　　　　　　1．O

　d’／1！・・・…　O．68～L12

　この結果を図示すれば第4図のようで　　　0，8

ある。

　このように第3図と第4図とからわか　　　　O，6

るようにB／L窯たはd／LとB’／L’ま
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d！L
たはd’／L，との關には何れも（1）の結果と　　　　第4図　絹糸腺板状農開物の膨潤（80％蟻酸）（L：d）
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同じように，直線関係が見られるが，　B，／L＝1または　　　合にはB’／L’または4へL’は殆どコ．となり絹分了・は全

d／L　＝＝　1におけるB’／L’またはd’／L！は殆ど1に近い　　　く方向性の配位をとらずすべての方向に無配位に拡がつ

値なとつている，このことは液状絹分散液は夕糖llから影　　　た凝固物をつくる。

響をなくし，金く肖然の状態において肉rhに展開を行な　　　（2〕絹糸腺を抽川してその儘乾燥，糊llllさせると鮒物

わせる時は，分子は殆ど配向憐をとらずに凝田して来る　　　質は腺軸0）方陶に微かな方向性の配付：叡とつて凝闘する

ことを示すものである。したがつてそのもとである絹糸　　　この構造は絹本来のものでなく，凝問にあたつて外側力・

腺内にある液状絹の状態では，全く一一定の配位をとら　　　らの［1三迫によつておきたものであろ飯，

ず，多轍の水分のために極度に膨澗されゾこ状態で存在し　　　（8）同一の試＊：1を用いてもその形態の相異によつて，

ていると考える。絹物質が高分散液（膨潤オ尺態）において　　　B’／L’愁たけdノ／ゐノが異なる。その変化は｛1）（2｝の場fr

一定の配位をとつていないと漱うことは，組糸を銅アン　　　ともに一般武，，臨α一伽で潔わし得られ，π船」こびbじリ

モニア液または銅エチレンジアミソ液で処理する場合，　　　値は材料によつて催かにi変化惣していゐが近似的にほ【繋

その溶解避程（無限肢；潤に違する瓶樫）に二怜ける膨1閏段　　　鵡｛しい。したがつて膨潤度の研究を脅なうには試1凹の澱

階を偏光顕微鏡で追跡して見ると膨1閏度を増づ’にしたが　　　態を常にB／L　＝＝1のものを用いるか実験筑から得允帯甫

つて偏光色は次第に弱くなり，ある膨潤度に達すると｝塗　　　蕉1直を加えなければn三確なf直はll｝られ獄い、，瞥者はこ：の

に全く消光し，夏に膨潤度を高めて行くと遂に溶解して　　　ように材料の形態によつて竣化する膨洲癒形霞ili膨潤蕊唱

来る。この消光をおこす膨潤度の程度は絹糸腺の液状華円　　　付けることにした。

の含水璽に略々等しいところである。次に実験（1）と（2）の　　　　㈲　今後の研究に＄sいては常に獣料をB，／1．　er　1の状

結果を比較して見る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態で測定を行ない，以下続いて，寮品樋の勲異，當繭およ

　（1）の場奮　B／L＝　1B，／L’＝＝1，025　　　　　　　　　　び生糸の製造条件と膨潤度との関係勘調職してfk牽の塞

　（2）の場合　B，／L・＝1　B’／ム’瓢1．OO48（（i）（ii）の平均1直）　　　質的改善の資料としたいo

となつて両試料において配向性に藻が見らオしるQこのよ　　　本実験は昭和23～2駈1…に冠・♪て滋として日115×’献108

うに人為的に牽引を行なわない液状絹の凝固物の構｝鐙は　　　を用いて行なつたもので，窪験1舛料は本単部竹11｛研窟電

取扱い方法によつて藻の出来ることを知つた。すなわち　　　からの御厚意によるものであゐ。寝た拠験は瓶子嬢の協

液状絹凝固物の膨潤度は抽出してそのまま乾燥したもの　　　力によるところが多い。以上の各位に窺して潔吉襲の感謝

と，自由に溶出展開をしたものとではB’／L’の値が異　　　を捧｝ラ砦る。

りこのことから考えて休内にある液状網の分散状態をと

つた自然の姿は方向性配位をとらない乱雑した分争の集　　文献
舘であると云うこと力法える・　　　　・鮪徳1平、躰鮮錨，，，，　、・。5－w659　（1926）

潤翫驚繍膿畿ゴ號・品押一一，8－93・，・88・
本実験の場合，膨潤度は材＊三1の形態によつて何れも直線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・耳・HERMANs，　A．　J．　de　LEEuw：Kalloid昭，，

麟難芝襲器簾諺患繍謙・荻購・昨覆糊・湘・…柵19・4・
swelling）と名付けることにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　　　　rV摘　要　　　　丁゜st”dX　the　st「uctu「e°f・llk，　the　writ・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　made　experlments｛n　swelling　reaction，　As　the

　以上の実験によつて次のことを知ることが禺来た。　　　　materials　he　used　two　forms　of　cQagulation　of

　（1）絹糸腺内の絹物質を硝子械上で自由に流tlLk，展開　　　1iquid　silk　taken　out　from　the　siUc　worm　b⑪Cly，

させると凝固物の膨潤度はB／L，またはd／L・1の場　　　　（a）One　fQrm　was　the　coagulation　of　the
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1iquid　silk　which　was　taken　out　from　the　body　　　　native　state　in　the　silk　gland．　From　these　expe・

and　was　coagulated　as　it　was．　　　　　　　　　　　　　　rimeロts，　he　knows　that　the　relatio且between　the

　（b）The　other　form　was　coagulation　of　the　　　　B，／ゐor‘ゴμand　Bノ／L’or　d’μ’ill　both（a）and（b）

liquid　silk　which　was　spread　and　then　coagulated　　　　can　be　indicated　by　the　forlnulaβ’／ム’＝＝a－bB／L　i，

after　being　taken　out　from　the　body．　　In　these　　　　　　e．　L　：the　length　in　the　axial　direction　of　the　d1・y

experiments，　he　u＄ed　water　and　80％formic　acid　　　　test　piece　taken　out　from　the　silk　91and，　L’＝the

for　the　swe11ing　agents，　because　these　reagents　　　　swelling　degree　in五，　B詞the　width　in　the　bilateral

cause　tlle　intermiceller　swelling　Qf　silk　fiber．　The　　　　direction　of　tlle　dry　test　piece，、B’諜the　swellh〕g

measurement　was　performed　in　tlle　room　tempe－　　　　degree　in　B。　But．the　relation　becomes　B’／L’＞1

rature．　Fro期above　experiments． C　he　obtained　th¢　　　　in　the　case　of　B，／L＝1』in　the　material（a），　and

following　results，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B’／〃キ1　in　the　case　ofη／ム＝＝1　in　the　mat¢rial

　　1．　Faintly　anisotropic　swelling　appeared　in　　　　（b），　Consequently　he　gives　a　name．　‘‘form　swe－

the　case　of　tlle　lnateria1（a）．　　　　　　　　　　　　　　　　Iling，，　to　such　f　welling　as　brin墓s　about　the　change

　　2．　IE　otropic　swelling　appeared　in　the　case　of　　　　of　B’／〃accorcling　to　tbe　c：1iange　ofβ〆L．　There・

the　materia1（b）．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　fore，　the　rnaterial　ill　which　the　form　of　test

　From　abova　experimental　results，　he　can　con－　　　piece　is　B，／ム瓢1　must　be　used　fQr　the　exaぐ．t

sider　that　the　silk　mQlecule　remains　a　co11ection　　　　measurement　of　the　swelling　propertles　of　siUζ

6f　a　non－drientated　s　tate　while　it　exists　in　the　　　　fiber．

1

勧


